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AI エンジニア研修 

―クラウドサービスを使った画像認識・音声認識 API の体験― 
 

1. 画像認識 API の体験 

a. オブジェクトとシーンの検出 

b. 画像の節度 

c. 顔の分析 

d. 有名人の認識 

e. 顔の比較 

f. イメージ内のテキスト 

 

2. 音声認識 API の体験 

a. 音声のテキスト化 

 

 本演習ではディープラーニングを利用した画像認識・音声認識 API を体験することで、デ

ィープラーニングの性質及び利用例について学習する。 
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1. 画像認識 API の体験 

 

準備：Amazon Rekognition 

 Amazon が提供しているディープラーニングを利用したクラウド画像認識サービスである

Amazon Rekognition を体験する。Amazon Rekognition では数千の物体とシーンの検出、顔認

識、顔の比較等を API として利用できる。すでに学習済みのディープラーニングモデルを使

った API が提供されており、学習データを用意する必要がないため、一般的な物体認識、顔

認識等を利用する場合には大変有効である。一方特殊な物体の識別、特定の人物の顔認識等

に利用することはできない。したがってこのサービスは、一般的な画像の内容に基づいた検

索を行うアプリケーション、顔属性を分析するアプリケーション等に利用するケースが想定

される。 

 

 Amazon Rekognition の詳細なドキュメントは以下 URL より参照できる。 

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/rekognition/latest/dg/what-is.html 

 

なお、このサービスで使用されている学習済みモデルは常にアップデートされており、本

資料と同じ結果にならない場合がある。 

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/rekognition/latest/dg/what-is.html
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 手順 1. 

 指定されたファイルの中に、AWS のサインイン URL 及びユーザー名／パスワードが記載

されている。記載されている URL へアクセスすると、右下のようなサインインページが表

示される。 

 ここにユーザー名とパスワードを入力してサインインす

る。 

 

なお、使用ブラウザは Chrome を推奨。 
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 手順 2. 

 サインインすると、以下のようなページが表示される。上部の検索アイコン（虫眼鏡アイ

コン）をクリックすると表示される検索欄に「Rekognition」と入力し、Enter キー押下でサ

ービスページへ遷移する。 
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 遷移すると以下のようなページが表示される。左側に表示されている一覧（下図赤枠）か

ら試したい画像認識サービスを選択するとデモを体験できる。現在 6 つのサービスが提供

されているので、これらを順に体験する。 
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1-a. ラベル検出（Label detection） 

 

 手順 3. 

 デモ一覧から「ラベル検出」をクリックする。 

 

 解説 3. 

 これは画像を分析して、視覚的な内容に基づいてラベルを割り当てるサービスである。こ

の API は数千の物体、シーン、および概念を自動的に特定し、各ラベルに対して信頼スコア

を算出する。これは大規模な画像ライブラリを検索・整理することができるため、ユーザー

が生成したコンテンツに依存するコンシューマーアプリケーションやライフスタイルアプリ

ケーション、ターゲティングのアルゴリズムを向上させたい広告会社等へ向けたサービスで

ある。 

 まず、あらかじめ提供されているサンプル画像を解析する。スケートボードでジャンプし

ている人の写った写真を解析すると画面右側にラベル付けの結果が表示される（下図）。 
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 結果の欄に列挙されている Car、Person 等が、この画像から検出されたラベルである。ラ

ベルは画像内で検出された物体・シーン・概念を表す。例えば、Car、Person はこの画像内

から検出された物体を指している。結果欄の下部に表示されている「さらに表示」をクリッ

クすると、その他のラベルも確認することができる。ラベルの右側に表示されている数字

は、そのラベルの信頼スコアを示す。画像を入力した際、ディープラーニングにより実際に

出力されるものは検出されたラベルそのものではなく、各ラベルに対する信頼スコアであ

る。これはそのラベル付けがどの程度正確であるかを示す。例えば、この画像認識結果で

は、車両が写っている可能性（98.8%）が最も高く、セダンが写っている可能性（55.7 %）

はそれより低いと認識されている。 

 Amazon Rekognition では数千のラベルがサポートされているが、ラベルの例として以下の

ようなものがある。 

・人とイベント：「結婚式」、「花嫁」、「ギタリスト」等 

・食べ物と飲み物：「りんご」、「サンドイッチ」、「ワイン」等 

・スポーツと娯楽：「ゴルフ」、「バスケットボール」、「ハイキング」等 

・電化製品：「コンピュータ」、「携帯電話」、「ヘッドフォン」等 
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 演習 1-a-1. 

 もう一枚の画像についても同様に解析して、結果を確認してください。また、検出された

ラベルについて、なぜ検出されたか考察してください。 

 

 演習 1-a-2. 

 画像をアップロードすることで、任意の画像を

解析することができます。実際に Web 上で適当

な画像を探し出し、画像認識 API を試してみまし

ょう。  

※ Web 上の画像の URL を直接入力することで

も認識できますが、セキュリティの関係上、

読み込めないことがあります。 
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1-b. 画像の節度（Image moderation） 

 

 手順 4. 

 デモ一覧から「画像の節度」をクリックする。 

 

 解説 4. 

 これはディープラーニングに基づいた、画像における明示的または暗示的なアダルトコン

テンツを検出するための API である。これを利用して、不適切なコンテンツをフィルタリン

グすることができる。この API はソーシャルサイトやデータサイト、写真共有プラットフォ

ーム、ブログ、フォーラム、子供向けアプリ、e コマースサイト、エンターテインメントサ

ービス及びオンライン広告サービス等での活用が想定される。 

サンプルとして用意されている 2 つの画像のうち左の画像は不適切な画像ではないの

で、結果の欄に「No moderation labels detected（モデレーションラベルは検出されません

でした）」と表示される。一方、右の画像を解析すると、結果欄に「Suggestive」と表示さ

れ、サブラベルとして「Female Swimwear Or Underwear」と表示される。 

 

 

 

  

 

 

 このように、この API は不適切な画像の可能性がある場合、その画像に対して階層的なラ

ベル付けを行う。上位の階層は「Explicit Nudity（明示的、ヌードのような直接的なも



AI エンジニア研修  

 

 

© MindTech, inc. 
2021 年 11 月 1 日 改訂 10 

の）」と「Suggestive（暗示的、水着・下着など肌の露出の多いもの）」で下位の階層はそ

の内容である。これを利用してコンテンツの フィルタリングを行うことができる。 
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1-c. 顔の分析（Facial Analysis） 

 

 手順 5. 

 デモ一覧から「顔の分析」をクリックする。 

 

 解説 5. 

 これは画像内にある顔を検出し、関連する顔属性を抽出する API である。画像を取り込

み、属性（性別、サングラスの有無、顔の特徴等）と検出された顔の境界を特定する。サン

プルとして用意されている左の画像を解析した結果は以下である。 

 

 検出された顔の境界が緑の枠で示され、目、鼻、口の両端の位置が特定されている。結果

の欄には顔である可能性（looks like a face）とその他の属性の信頼スコアが表示される。性

別、年齢帯、笑顔か、嬉しそうか、サングラスをかけているか、等の属性が推定されてい

る。 
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 演習 1-c-1. 

 サンプルとして用意されているもう一枚の画像についても解析し、どのような属性が検出

されているか確認してください。 

 

 演習 1-c-2. 

 顔が写っている画像をアップロードし、解析してください。また、結果を考察してくださ

い。 
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1-d. 有名人の認識（Celebrity recognition） 

 

 手順 6. 

 デモ一覧から「有名人の認識」をクリックする。 

 

 解説 6. 

 これは有名人、注目に値する人、各分野で著名な個人を検出するための API である。深層

学習により、政治、スポーツ、ビジネス、エンターテインメント、メディアなどのさまざま

な分野の有名人を認識するように学習されたモデルを使用している。これは、特定の有名人

の画像が載ったコンテンツを検索する際に活用することができる。ただし注意点として、こ

の深層学習モデルが認識するように学習された有名人のみを識別できるのであって、学習す

る際に含まれなかった人の顔は識別できない。 

サンプルとして用意されている 2 つの画像を解析した結果は以下である。 

 

 

 

 

 

   左は Amazon の CEO である Jeff Bezos が正しく検出されており、右は AWS（Amazon 

web service）の CEO である Andy Jessy が正しく検出されている。 

 演習 1-d. 

 Web 上から有名人が写っている画像を選択し、解析してください。 
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1-e. 顔の比較（Face comparison） 

 

 手順 7. 

 デモ一覧から「顔の比較」をクリックする。 

 

 解説 7. 

 これは、ある顔を一つ以上の別の顔と比較して類似性を測定する API である。2 つの画像

内の顔が同一人物である可能性を測定することができる。以下は、サンプルとして用意され

ている画像で解析した結果である。 

 

 左の画像がソース画像で、右がターゲット画像である。ソース画像の顔をターゲット画像

に写っているそれぞれの顔と比較し、類似性を測定する。この例では、正しく同一人物に対

して類似度の高い判定がなされている。 
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 演習 1-e-1. 

 サンプル内の他の画像の組み合わせについても試し、同一人物を正しく認識できるか確認

しましょう。 

 

 演習 1-e-2. 

 Web 上で同一人物が写っている画像を選び、正しく認識できるか試してみましょう。 
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1-f. イメージ内のテキスト（Detecting Text in an Image） 

 

 手順 8. 

 デモ一覧から「イメージ内のテキスト」をクリックする。 

 

 解説 8. 

 これは、画像内に表示されているテキストを検出・認識する API である。ただし、現在認

識出来るのは英語のみとなっている。以下は、サンプルとして用意されている画像で解析し

た結果である。 

 

 

 

 左の画像がソース画像で、右が解析結果である。ソース画像のテキストが、フォントや文

字サイズに左右されず、正しく検出されていることがわかる。 

  



AI エンジニア研修  

 

 

© MindTech, inc. 
2021 年 11 月 1 日 改訂 17 

 演習 1-f-1. 

 もう一枚の画像についても同様に解析して、結果を確認してみましょう。 

 

 演習 1-f-2. 

 Web 上で英文の写っている画像を選び、解析してください。フォントや文字サイズ・文

字の傾きなど、様々な条件の画像を解析し、結果を確認してみましょう。 
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2. 音声認識 API の体験 

 

準備：Speech to Text 

 IBM が提供している Watson の音声認識機能である Speech to Text を体験する。これはリ

アルタイムに音声解析をしてテキストに変換する機能である。学習済みのモデルを使って試

すことができる。 

※ なお、このサービスで使用されている学習済みモデルは常にアップデートされてお

り、本資料と同じ結果にならない場合がある。 

 

 手順 9. 

 下記の URL へアクセスすると以下のようなページが表示される。ここで Speech to Text

を試すことができる。 

 https://speech-to-text-demo.mybluemix.net/ 

https://speech-to-text-demo.mybluemix.net/
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2-a. 音声のテキスト化 

 用意されているサンプルで Speech to Text を試し、使用方法及び結果の見方を学ぶ。 

 

 手順 10. 

 Voice Model（下図赤枠）から「Japanese narrowband model (8kHz)」を選択する。

 

 解説 10. 

 ナローバンドの日本語音声認識を試すことができる。Voice Model の下の欄（下図）で、

Record Audio（マイクを使って音声を入力）、Upload Audio File（音声ファイルをアップロ

ード）、Play Sample 1（サンプル 1 の再生）、Play Sample 2（サンプル 2 の再生）、の 4

つの方法で音声を入力することができる。ここでは、Play Sample 1（下図赤枠）を用いて

サンプル音声のテキスト化を試す。また、ここでは Detect multiple speakers をオンにして

おく（下図赤丸）。Detect multiple speakers をオンにすることで、複数人の音声を聞き分け

てテキスト化することが出来る。 
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 手順 11. 

 Detect multiple speakers にチェックが付いていることを確認して、Play Sample 1 をクリ

ックする。 

 

 解説 11. 

 サンプル音声の再生が始まり、リアルタイムで下の枠内にテキストが出力されてゆく（下

図）。このサンプル音声は電話応対の会話である。発話ごとに正しく音声をテキスト化でき

ていることがわかる。Detect multiple speakers をオンにしているため、発話ごとに

Speaker0、Speaker1 と区別している（下図赤枠）。人間が聞けば Speaker0 と Speaker1 は

同一人物であることがすぐにわかるが、この時点では別の人物の発話として認識されてい

る。また、発話中の場合は、Detecting speakers と表示され、発話者が特定されていない。 
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 下図は発話が進み、これまでと明らかに声質の異なる 2 人目の人物が発話した段階であ

る（下図赤枠）。これが認識された時点で、もともと Speaker0 と Speaker1 とされていた

人物は一人の人物（Speaker1）として修正された。音声のテキスト化はほとんど正解であ

るが、「ご契約内容を確認いたします」の「を」が抜けていることから、この音を認識でき

なかったことがわかる（下図黒枠）。 

 

 

 会話が全て終了した時点では、二人の発話者が正しく識別されていることがわかる。音声

のテキスト化も概ね正しくできている。 
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  音声再生中に随時出力されるテキストの変化から、Speech to Text では以下のような処理

が行われていることを確認できる。次図（上）の時点では 「契約者が」と認識されている

（赤枠）が、その後に続いたテキストとの繋がりから、最終的に「契約者ご本人様」に修正

されている（下図赤枠）ことがわかる。これは音声を文字に変換した時点では「が」と認識

されてしまったが、その後の単語との繋がりから、より妥当な「ご」に修正されたと考えら

れる。 

 

 

 

 手順 12. 

 Word Timings and Alternatives をクリックし、実際に検出された単語と、その代替候補を

確認する。 
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 解説 12. 

 各発話が、検出された単語ごとに区切られて表示されている。単語の上にマウスホバーを

すると、紫色のポップアップに単語の検出情報が表示される。黒字で書かれている秒数は、

この単語を発話していた時間である。下の例では発話開始 2.43 秒から 2.86 秒までの 0.43 秒

間で「連絡」という単語を発話したことを示す。単語の右上に数字がふってあるものは、音

声認識の際に複数の単語の候補があったことを示す。ポップアップ内に列挙されている単語

がその候補である。下の例では、「連絡」という発話を音声認識した際に「ご連絡」と「連

絡」の 2 つの可能性が評価されている。単語の右に表示されている数字はその単語の信頼

度である。これは、音声がその単語である可能性の高さを示している。ここでは「連絡」よ

り「ご連絡」である可能性が高いと判断されている。この Speech to Text をはじめとして現

在使われている音声認識システムは、単に音声を文字に変換するだけでなく、その文字列が

単語として妥当かどうかも判断基準にしている場合が多い。音声を塊ごとに区切り、可能性

のある単語を推定することで認識精度を上げているのである。さらに前後の単語やその品詞

間の繋がりを見て、妥当な単語を確率的に判断している場合もある。  
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 Speech to Text には、キーワード検出機能が含まれている。Keywords to spot の枠内にカ

ンマ区切りで単語を入力することにより検出したいキーワードを複数指定できる（下図）。 

 

 

 手順 13. 

 下図赤枠の Keywords をクリックし、検出されたキーワードを確認する。 

 

 解説 13. 

 Keywords の横に表示されている数字（4/5）は、指定した 5 つのキーワードのうち、4 つ

が検出されたことを示す。各キーワードについて 3 つの情報が表示される。 

・キーワードが検出された（Spotted）か否か（Not spotted） 

・ 発話開始何秒から何秒の間に検出されたか 

・検出されたキーワードの信頼度（%） 
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 演習 2-1. 

 Play Sample 2 を試してみましょう。また、どのような音声の場合に精度良く音声認識が

でき、どのような場合に精度が悪いか考察してください。 

 

 演習 2-2. 

 Voice Model で Japanese broadband model (16kHz)を選択することで別の 2 つのサンプル

を試すことができます。これらについても同様に解析してください。 

 

 演習 2-3. 

 「Record Audio」をクリックし、自分の声を認識させてみましょう。 

※マイクから離れていると正しく認識されにくいため、マイクに近づいて話してみましょ

う。 

 

 演習 2-4. (発展) 

 Voice Model で日本語以外の言語を選択することができます。US English narrowband 

model (8kHz)や US English broadband model (16kHz)等を選択して同様に解析してくださ

い。 


